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B 121　　 ホIf, ムf  Iレ ヂ ニド<n  繊 維 ・ヽ ら^  練､着|:  蘭･ii   る 研 呪

t  ム 々 子狐 火　 ・ 陶 － ｝　*.  扉 管 彰　A,  畑 納 与

衆 良但 保-ir 学院 妓 大　　 吉 川jf  兵 衛

i  的　 木Iレ μT   Iし=f' ヒ ド の 衣料 み1-- jt-t a  る現 制 が峡 施 ？ 敵 るよ う にfj 、7    か4     1り

漣   L U.      ＼  。 間.     そ 、K に 関-?  る 叡 み く の研 呪 が試 み･ら 、い､て いi   ヵヽ .".    ^ の 吸 驀)K  び脱*  r- 関

-f る 機 構 に つい て系統 的r- 梗l すされT-  も の13 ･ド｡ に ヽ。 秀 酋 ら ほ,     ホ レt^  7   ･レ ぞ じ ド` やヽどヽ の

ようu 機 構 で繊 維 に吸 着 寸 るt ヽに関-f  る研 柘 いn  u  1  て 才tt.    今 回 は, 繊 維 に 吸 驀しTリ ヽ

･し μ 了･レ ぞ` ヒ。ド が どのi  う に 脱 離t  る* 、1- つ い て隷 訂t  行U 、T-.

蒙 験( 試 布丿　羊も モ、ｽヽ リ>  .   ボI) エース 予;レ タ フ フM 上z 雌 類 の 試 験 鳶-^ 前 処理 し・ 凧 い

粕丿 ふ ル 々') ン液 の調 整丿 市 販 の 末Iﾚｰﾏ')    > 試 築 に 水y.  ｳヽ･ I) -fc I) ン-J え 冶ヽ し1 作 製 し デ` ->

ケ-  フ-  r- X  れfこ。(-t /レ マ リ ン 零 罰 気f  ・ 気体 呻・ 爪)レ/、T  ･レ子゙ ピート;| 度J　/ 丿 の集 気瓶

に椿 集味 体 ヒ し て水-S 入 収、I  の 申 に 気体-i. I; め こ れt 了 ■t 千･レT  -t. I- ン 溥 で潮 定 しT--.

( /f. ･レ マ' にf  a  気 下 ・ 気体 中 心i  皮 。刺 赳　 千ヽ - ダ7 ル 遣5 盈良 計 （ エー χ研 屯 所AP －I

S ）r 冽t しr-.  ［繊 維` ヵヽ ら・ もIレ ム､Y   )ﾚr  じ り も*  i  ．測t]　 わ レ マI)   ン 津 浪t 入 氏r-  予 ■

シr  -  7  -  考I- 試 布`i 入 れ2o･t  で赦i しr- 。z ロ日後^  れ^t 取' ）出 し.   桓 浪 桓5l.糟 申 で冥

n  る遺Ji 戻 状 鮭^ 保 ち't  ，れr れ0.    ／、2.4   ．8  、 μ 、izo.   3必時 間 救 置し、 試 声 のif-1レ

A  フIしr  ヒド` 残 存 量 ＼ T  -e.う|レ7  t. ト ン 弧1-  よ り 測 定I  糎。

結 栗　 応、;レ ，'ｱjレ ぞ` じ ド を暇i  ■! -t か 繊 維^ 空 気 中-fヽ 叙i し に障 の 残 留H 、ルz,、ア
、レデ' t

ド゛i (?) it* 時 衷 化 ほ い ず収 も｛0 時 間ｰ2 ク時 間柱 まで丿 脱 着 と それ以 降 の脱 着 とV 食ヽ化 が あ 。

r-. 叙t 時 間初 期 に3,ヽ It る 軋^-t ≪ 、 時 間 の 平 方根 どの 閑 で 直線I-  以i）拡散 式r-  従 い 、 ｔ

(K H^ ら求t  心猿 歌 長歌t  応軟t    るV.   辱 も ぷ')    i°̂ I)   I.  又 可･し の 方 が` 欠?    ヽヽこ と ≪＼わ̂ヵヽ 、T-  .
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ス テ ル 織 機 のS    R 加 工

子 ・ 皆 川　 基

数 多 く の 仕 上 げ 加工 が 施 さ れて い る 。 本研 究 で は 、

り あ げ 、 中 で も 繊 維 の 表 面 自 由 エ ネ ル ギ ーを 変 化 さ

面 グ ラ フ ト 重 合 に 注目 し 、 ポリ エ ステ ル繊 維 に 対 し

対 す るS    R 性 に つ い て 浸 透 ぬ れ の 立 場 か ら も 合め 、

エ ス テ ル 布 の ア ク リ ル酸 グ ラ フ ト｡重 合 は 大 口 ら の 方 法卜 を 改 良 し て 行 い 、グ

絶 乾 状 態 にお け る 初 期重 量 に 対 する 重 量 増 加 率 を 採 用し た。 加 工 布 の ぬ れ評

る 毛 管 漫 透 ぬ れ 測 定 より 行 っ た 。 表 面 解 析 は,    N ico let FT-IR Hode  1 5-DX を

プ リ ズ ム ーＡ Ｔ Ｒ 法 に より 全 反 射 ス ペ クト ル を 測 定 す る 事 に よ り 行 っ た 。 洗

ラ ン を モ デ ル 油 性よ ご れ と し 、L   A   S の0.  2 %  溶 液 に より3  0 °Cで 行 っ た 。 洗

に 存 在 す る ス クワ ラ ン 量 を Ｖ Ｐ ＣＩよ り 求 めI、 洗 浄 率 を 算 出し た 。

。使 用 し た ア ク リ ル 酸 量 に 比 例し グ ラ フ ト 率 は 増 大 し 同 時 に 布 の 吸 湿 率 も 増

、表 面 お よ び 内 部が 親 水 化 さ れ て い る 事 が 分 か る 。2    . 水 に よ る 毛 管 浸 透 ぬ

h  a   s   e   n の ｎ の 値 は グ ラ フ ト 率 の 増 大 に 従 い 減 少し 木 綿 に 対 する 値 に 近 づ

－IB 測 定 よ り 低 グ ラ フ ト 率 で は 表 面 近 傍 が 有 効 に 親 水 化 さ れ 、 高 グ ラ フ ト

も か な り 親水 化 さ れ て い る こ と が 分 かっ た 。4    . 洗 浄 実 験 の 結 果 はF    T   －I

表 面 近 傍 の グラ フ ト 率 とｰよ く 対 応 し 、グ ラフ ト 化 と 共 に 洗 浄 性 は 増 大し た

1 ） 大 口 正 勝 、 井 桁 規 矩 二 、 安 村 友 秀 、 繊 維 学 会 誌 、Vol.36,T-435     （1980 ）、


